
、



える
何を
ょうか

こ
の
秋
に
結
婚
式
を
控
え
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
は
、

忙
し
い
毎
日
に
違
い
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
中
で
、
農
家
で
は
後
継
者
の
結
婚
難
が
深
刻

で
、
町
で
も
結
婚
相
談
所
を
設
け
る
な
と
、
そ
の
対
策
に
あ
た

っ
て
い
ま
す

が
「
打
つ
手
が
な
い
、
お
手
上
げ
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

現
代
女
性
の
気
質
や
社
会
性
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
な
が
ら
、
結
婚
に

つ
い

て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。• • 

晴れがまLい結婚式。こん屯:カップルがたくさん誕生してほLいものです

今
金
町
で
は
過
去
六
年
間
に
、
次

同
数
的
カ
y
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
九
年
二
十
七
組
、
同

六
十
年
三
十
一
組
、
同
六
十
一
年
三

十
八
組
、
同
六
十
二
年
四
十
組
、
同

六
十
三
年
三
十
二
組
‘
平
成
元
年
二

十
六
組
と
六
ヶ
年
で
百
九
十
四
組

(年
平
均
三
十
二

三
三
組
)
の
カ
ソ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
結
婚
の
月

別
平
灼
で
は
、

=
一
月
が
五

一
七
組

と
一
得
多
く
、
次
い
で
凶
月
内
凶

三
組
、
十
一
月
の
一
二

・
八
三
組
の
順

で
、
一
帯
少
主
い
の
は
一
月
と
八
月

の
一
回
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
八
月
現
荘
で
十
四
組
と

少
な
く
.
昨
年
度
内
二
十
六
組
を
下

回
る
、
過
去
最
低
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
九
八
五
年
内
国
勢
制
査
に
よ
る

と
、
二
十
五
l
一二
十
四
歳
の
未
婚
男

円
九
日
ト
。一
一
山
一
一
い
れ
い
わ
り

結
婚
相
談
員
の
み
な
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

低
下
、

1

1

i

-titi
l
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-t

i
l
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て
い
る
よ
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す
。
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結
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人
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紹
介
な
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一
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E
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官
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E
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f
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〈大
一氏
に
つ
つ
く
v

性
は
三
百
六
十
七
万
人
。
同
年
代
の

未
熔
女
性
は
百
六
十
万
人
と
mm
性
的

数
が
二
百
七
万
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
単
純
に

い
え
ば
結
婚
で

き
な
い
到
憎
が
二
倍
強
も
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

結
M

聞
紙
は
、

州民
家
ば
か
り
で
な
く

都
会
で
も
目
に
つ
く
現
象
で
、
花
婿

学
校
に
通
う
射
性
が
多
い
そ
う
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く
の

は
女
性
向
方
が
先
で
、
仕
事
や
会
社

に
し
ば
ら
れ
が
ち
な
男
性
は
な
か
な

か
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
若
い
女
惜
の
嬰
求
に

こ
た
、
え
ら
れ
な
く
て
、
結
婚
で
き
な

い
列
悩
が
吻
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

経
済
的
に
自
立
し
た
女
性
は
、

一

日
も
早
く
い

っ
し
ょ
に
主
り
た
い
興

性
と
な
ら
と
も
か
く
そ
れ
ほ
ど
燃

え
な
い
相
手
と
な
り
一
人
で
い
た
い

と
い
う

「
ン
ン
グ
ル
志
向
し
が
強
い

よ
う
で
す
。
本
年
行
わ
れ
ま
す
国
勢

到
査
で
は
ど
ん
な
結
栄
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

総
務
庁
が
九
月
四
日
発
表
し
た
単

身
者
四
千
百
世
慌
を
対
象
と
す
る

一

九
八
九
年
全
国
消
費
者
実
態
制
査
に

よ
る
と
‘
独
身
女
世
は
消
費
支
出
と

収
入
の
伸
び
、
貯
蓄
額
で
独
身
男
性

結婚相談只1Oi'，の万に11"きました旬、次の芯見 注文がありました。

熱;古がi止リなL、。(親兄弟 • 
〔結婚相談員の方からの注文〕

つく ることができる。余暇を上手に使 う人にな っ

-本人的勉強、交際を沓に、言fiし合いの機会、十月報

てほしい。

-男性円相極f昔、努力、

11どタλ:Dカぜなし、)

-家に'iIっ込みぎみで、立悼との交際的機会が少な

もっと相極的に白分で見つけ

を作る機会を持て。

-金1:'交性を身につけ、

し、。

- 絡にいても話題がない、リードするこ ともなし」

を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
ほ
か
、
消

背
態
度
を
み
て
も
ス
ポ
ー
ツ
、
教
義

に
多
く
の
お
カ
ネ
を
か
け
る
な
ど

ま
す
ま
す
活
動
的
に
な

っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

全
世
帯
ベ

l
ス
で
の
単
身
者
世
帯

平
均
貯
新
制
も
到
子
三
百
九
十
二
万

円
、
女
子
七
百
五
十
二
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
女
子
町
貯
蓄
傾
は
閉
山
子
町

一
・
九
倍
。
消
費
の
内
容
を
具
体
的

に
み
る
と
、

川町
子
は
時
計
、
パ

Y
7
、

ン
ャ
ン
プ
盤
髪
料
の
伸
び
が
向
く
、

お
し
ゃ
れ
、
消
却
怖
志
向
を
反
映
し
て

い
る
ほ
か
、
ふ
と
ん
乾
燥
機
、
電
子

レ
ン
ジ
の
実
用
家
事
耐
久
財
が
地
加

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
子
は

エ
ア
ロ
ビ
y
ク
ス
、
テ
ニ
ス
な
ど
の

ス
ポ
ツ
や
料
理
、
英
会
話
な
ど
の

月
謝
類
の
伸
び
が
著
し
く
高
く
、
宿

泊
料
も
附
加
す
る
な
ど
、
余
暇
を
殺

し
み
、
貯
帯
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

一
九
八
九
年
向
日
本
人
の
平
均
初

婚
年
齢
が
男
二
十
八

・
五
歳
、
女
二

十
五
。八
歳
と
と
も
に
史
上
最
高
で
、

世
界
的
に
も
最
高
水
準
に
あ
る
こ
と

が
九
月
五
日
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
省

の
人
口
動
態
統
計
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
二
十
年
前
に
比
べ
る
と
男

《次
五
に
つ
づ
〈
V

る気構えがなければ、なかなか比つからない。

・0・"."."・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・通D 
G 

3 第一印象lお秒で決まる 3 
D 
貴 人間は中味が大切なことは言 うまでもあ 1) ~ 
きませんが、相手に与えたイメージはなかなか 言
き 変えることができません. ー
き 第一印象は 5秒以内で決まると言われてい -

R ます。 自ら好感的持たれる人柄づくりに努力 ー
を Lてみましょう 。 = 
、・G・O・G・"A"A"・G・O・O・"A"A"・G・G・O・a

-相手に対する楽しさ、思いやりヵ、足りなく、仕事

. I服装 身なり 身だしなみはその場に適したもの

もう一度パカに

. '1;:;に相会性、教廷を身につける努力が足りなし~

-良業にiJ!iを持つ経営、考え方を持て.

.30政過ぎの人は、少し述l置き'み、

なって惣kえるものカぜなけオ'llf。

以外の話題が少ない。

を。

〕2
 
〔

-自分的工夫し"いではどんな経営もできる。暇も

〕3
 
〔
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ハ
川
氏
よ
り
v

よ
る
も
の
」「
関
係
機
関
内
運
動
に
よ

る
も
内
」
は
そ
れ
ぞ
れ

3
r
6
・

8
rと
わ
ず
か
で
、
自
分
自
身
の
努

力
や
身
近
な
人
に
頼
句
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
も

m
iお
放
が
辺

・
9

r

u
i
m蔵
m
-8
rと
若
い
回
附

が
高
い
の
に
比
べ
ぬ
歳
以
上
は

U
・

3
r.
日山
蔵
以
上
向
未
婚
者
が
三
千

五
百
五
十
五
人
と
全
体
内
部
軒
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
年
代
層
は
条
件

的
に
不
利
な
こ
と
か
ら
、
特
に
深
刻

で
今
金
町
と
し
て
も
対
策
の
重
占
と

考
え
て
い
ま
す
.

る
」
男
性
ス
タ
イ
ル
が
も
て
は
や
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
無
口
だ
が
、

や
る
と
き
は
や
る
式
の
男
性
は
若
い

女
性
的
問
で
は
敬
遠
さ
れ
、

話
題
が

型
自
で
、
し
か
も
附
し
て
い
て
而
白

い
到
制
が
日
貯
ま
れ
て
い
る

4
ヲ
で
す
。

農
家
経
営
の
魅
力
は

民
家
経
営
内
魅
力
を
並
べ
て
み
ま

し
た
。
あ
主
た
に
は
も

っ
と
た
く
さ

ど
ん
な
相
手
を

望
み
ま
す
か

未
婚
女
性
三
十
人
に
「
ど
ん
な
相

手
を
望
み
ま
す
か
」
と
聞
い
て
み
ま

し
た
。
集
約
し
て
み
ま
す
と
次
の
結

川
市
に
主
り
ま
し
た
。

・
や
さ
し
く
て
男
ら
し
い
人

.
思
い
や
り
の
あ
る
人

・
側
値
惑
の
等
し
い
人

.
楽
観
的
な
人

・
蹴
実
で
や
さ
し
い
人

.
責
任
感
の
あ
る
人

.
経
済
力
の
あ
る
人

・
理
知
的
な
人

・
楽
し
〈
明
る
く
お
も
し
ろ
い
人

.
明
る
く
て
暖
か
い
人

か
勺
て
は

「兇
が
黙
っ
て
勝
負
す

d・

愛
週
間
管
故
宛
ゼ
ロ

辿
続
七
百
日
を
達
成

(
昭
和
六
十
三

年
十
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
年
九

月
二
十

一
日
ま
で
)。

こ
れ
は
昭
和
六
十
一
年
内
辿
続
六

百
四
十
七
日
を
抜
く
記
録
更
新
と
な

り
ま
し
た
.

こ
れ
を
記
念
し
て
九
月
二
十
二
日、

社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

只
会
か
ら
表
彰
状
が
今
金
町
交
通
安

全
運
動
推
進
委
只
会
宛
に
贈
ら
れ
ま

し
た
.

高
田
助
役
は

「
こ
の
辿
統
事
故
死

ゼ
ロ
の
記
録
を
今
金
町
全
住
民
と
と

も
に
、
さ
ら
に
仰
ば
す
よ
う
尽
力
し

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

七
百
目
を
遺
戚

9月15目的「敬老町日にち主み、 9月14目、村本町

長をはじめ、助役らが80歳以上のお年寄りの1)たちに

自宅や施設を紡れ、「いつまでも長生きして下さいJと

長舟祝金を附りま Lた。

また、 88成(米舟)を迎えられた方には、北海道知事

からお祝いの記念品が贈られました.

いつまでもお元気でf

(東)おじいちゃん

ん
の
魅
力
を
慌
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

・
自
然
的
よ
さ
を
実
感
で
き
る
。

-
父
親
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
働
い
て

い
る
の
で
、
都
会
の
よ
う
に
バ
ラ

バ
ラ
で
な
く
、
家
抜
が
い
つ
も

一

緒
な
の
が
い
い
。

・
畳
間
、
比
較
的
自
由
な
時
間
が
あ

る
の
が
い

い

(
郎
農
家
)

-州
民
村
山
川
年
は
ま
じ
め
で
よ
く
働
き
、

U
タ
ー
ン
し
て
来
て
、
や
さ
し
い
ご

両
親
の
も
と
で
民
業
に
従
事
し
て

い

ま
す
。
ゆ
か
り
さ
ん
は
、
極
川
で
酪

内融
業
を
包
む
栄
作
さ
ん
の
四
立
で
す
。

き
っ
か
け
は
、

三
人
的
姉
が
次

要
々
に
他
家
へ
嫁
ぎ
、
両
親
に
帰
っ

ん
て
こ
れ
た
ら
こ
な
い

か
と
呼
び
か

引
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

同

ま
た
、
日
制
さ
ん
を
辿
れ
て
実

何
家
に
何
度
か
帰

っ
て

来

て

状

況

B
 
一
吋
等
を
よ
く
知
っ
て
い
た
中
で
、
結

モ
婚
に
つ
い
て
二
人
で
相
談
し
合

っ

刊
た
結
娘
、
物
側
町
、
特
に
ア
バ

l

uト
代
が
非
情
に
高
い

、
遠
距
離
通

以
勤
、
騒
々
し
い
環
境
、
共
働
き
で

岬
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い

2

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
巧
、
え
る
と
、

干
供
を
生
み
育
て
て
い
〈
由
れ
が

自

向

n
m
H
a
u
o

1
0
0
V

人
間
的
に
良
い
人
が
多
く
侶
航
感

が
あ
る
。

・
自
然
的
大
地
で
、

夫
婦
が
力
を
合

わ
せ
て
働
く
事
」
と
が
で
き
る
。

・
四
季
の
移
り
変
わ
り
ゃ
大
地
内
恵

み
を
全
身
で
感
じ
ら
れ
る
@

・
作
る
楽
し
み
、
成
長
の
喜
び
が
あ

る
。

-
努
力
し
た
だ
け
そ
の
成
採
が
正
直

に
山
て
〈
る
。

-j • 

第一
場
写
田

川

d
m
国
際
交
流
の
集
い
に
五
泌
来
町

「
平
和

」
を
テ
!
?
に
言
葉

の
壁
を
越
え
て
国
際
交
流
の
輸
を

広
げ
‘
相
互
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

今
年
も
凶
ヶ
国
(米
国
二
名
、
タ
イ
、

張
州
、
台
湾
各
一
名
)
玉
名
町
留
学

生
が
、
八
月
二
十
日
か
ら
九
月
-
一日

ま
で
十
四
日
間
滞
在
し
、
交
流
と
友

貯
を
深
的
合

っ
て
い
ま
し
た
。

制
学
生
は
、
各

々
の
受
け
入
れ
家

庭
に
入
り
、
地
域
交
流
や
各
学
校
交

流
、
さ
よ
な
ら
パ
テ
ィ
の
公
式

日
程
と
股
説
休
験

(イ
モ
侃
り
等
て

ま
た
近
所
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
日
本
語
や
今
金
町
風
俗
、

風
習
の
生
活
体
験
を
し
て
お
り
ま
し

同五 柳沢ヒシヤ

同六 古川

(
敬
称
略
)

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
留
学
生
が

今
金
町
内
印
象
や
感
じ
た
こ
と
を
ス

ピ
ー
チ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、

「
ス
カ
ー
ト
と
扶
拶
は
短
か

い
ほ
ど

良
い
」
な
ど
と
、
こ
と
わ
ざ
や
ユ
ー

モ
ア
を
交
じ
え
て
話
し
を
す
る
留
学

生
も
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
ロ

l
リ

ヤ

7
ナ
カ

(
米
国
)
凶

日
本
に
来
て

一
ヶ
月
、
女
性

北
海
道
は
、
ロ
ス
と
比
べ
温
度
が

低
く
、
気
候
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た

水
聞
と
畑
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。
何
四
か
い
期
間
で
し
た
が
出

<> 

〕4
 
〔

。

O 

女
性
は
、
流
行
や
フ
ア

y

y

ヨ
ン

に
実
に
敏
感
で
、
あ
ふ
れ
る
情
報
を

厳
選
吟
味
し
、
お
気
に
入
り
の
場
所

(ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
で
雰
囲
気
の

い
い
お
庖
)
を
見
つ
け
て
は
、
日
々

の
う
さ
を
晴
ら
し
、
明
日
へ
の
活
力

を
整
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
聞
き
ま

す
。適

愉
則
や
そ
れ
以
前
向
男
性
祐
氏

も
、
仕
事
に
対
す
る
し
っ
か
り
し
た

考
え
方
は
も
と
よ
り
、
女
性
と
一
緒

に
楽
し
め
る
趣
味
や
娯
楽
、
ス
ポ
ー

ツ
を
持
つ
な
ど
、
相
手
町
気
持
ち
ゃ

社
会
の
移
り
変
わ
り
に
、
柔
軟
に
対

応
で
き
る
社
会
性
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
分
的
花
嫁
探
し
と
い
う

人
生
町
重
大
事
を
他
人
事
の
よ
う
に
.

人
ま
か
せ
に
せ
ず
、
積
極
的
に
探
す

と
い
う
、
自
立
し
た
考
え
方
を
持
た

な
け
れ
ば
、
女
性
が
経
済
力
を
つ
け
、

ン
ン
グ
ル
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
中
、

農
家
に
限
ら
ず
、
お
嫁
さ
ん
不
足
の

傾
向
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
結
婚
し
て
も
、
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
幸
福

古
家
庭
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
@

口
県
や
学
校
、
江
別
市
に
行
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
家
庭
で
は
、
お
母
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

・
カ
サ
リ
ン

ワ
イ
ゴ
ス

(豪
州
)

ω日
本
に
来
て
一
年
、
女
性

北
海
道
的
気
温
は
低
い
。
日
本
で

一
番
お
い
し
い
イ
モ
が
、
今
金
町
イ

モ
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
来
年
二
月
に

張
州
に
帰
り
ま
す
が
、
ニ
肉
体
験
を

一
生
的
思
い
出
に
し
た
い
。

・
ス
ダ

l
ラ
y
-F

イ
ア
ム
キ
y
ト

サ
マ
リ

ッ
ト

(
タ
イ
)
側
日
本
に
来

て
一
年
女
性

学
校
交
流
を
過
し
て
子
供
た
ち
と

一
緒
に
遊
べ
た
り
、

人
形
劇
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
金
の
人
達
肉

親
切
さ
と
暁
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

・
ウ
オ
ル
ト

ン

ア
ン
ド
リ

ュ
l

(米
国
)
削
日
本
に
来
て
一
ヶ
月
、

男
性い
ま
ま
で
良
家
の
仕
事
の
経
験
が

な
い
の
で
、
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の

か
心
配
だ
っ
た
.
で
も
、
み
ん
な
で

仕
事
を
す
る
の
で
心
配
で
な
か
っ
た
。

・
リ

ソ

ウ

キ

(台
湾
)
伽
日
本
に

来
て
九
ヶ
月
、
男
性

こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
ま
た

来
た
い
。
お
母
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

に
来
る
。
焼
酒
、
イ
モ
掘
り
、
学
校

交
流
:

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

〕E
 
〔



片
側
押
し
、
日
本
一
長
い

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
グ

北
海
道
屯
力
側
で
は
、
北
海
道
開

発
局
が
現
花
池
設
中
町
特
定
多
目
的

ダ
ム
(
美
利
河
ダ
ム
)
挫
設
工
事
に

合
わ
せ
て
、
ピ
リ
カ
発
屯
所
を
ダ
ム

直
下
流
に
建
設
中
で
す
。

美
利
河
ダ
ム
は
、
取
水
口
か
ら
落

下
地
占
ま
で
の
法
珪
が
小
き
い
た
め
、

水
圧
色
路
を
絞
て
地
下
の
発
屯
所
に

導
水
し
て
、
最
大
三
十
八

・
五
日
則
的

市
出
廷
に
し
て
最
大
出
力
四
千
J
円切
の

発
電
に
す
る
工
法
の
た
め
、
直
下
流

に
す
ぐ
利
用
さ
れ
た
水
を
還
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

外
経
三
三
三
灯
、
延
長
三
千
三
百

「
川
の
絵
画
」

函
館
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
の

美
化
や
河
川
を
大
切
に
す
る
巧
え
万

に
対
す
る
型
解
と
関
心
的
拾
を
ひ
ろ

げ
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
今
金
町
。

北
絵
山
町

A
び
瀬
棚
町
の
三
町
町
小

学
生
を
対
象
に

「
川
町
絵
画
L

コ
ン

ク
ル
作
品
の
募
集
を
し
ま
し
た
。

題
材
は
み
ん
な
の
川
、
伐
私
的

姉
き
な
川
、
思
い
出
向
川
、
夢
の
川

(未
来
的
川
)、
川
の
あ
る
風
景
な
ど
、

は
ば
広
く
募
集
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、

三
町
か
句
工
夫
を
縫

ら
し
た
力
作
百
九

4
一
占
的
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
厳
選
審
査
の
結
果
‘

五
十
凶
川
町
内
政
水
ト

ン
ネ
ル
を
旧
制
附

し
て
、
花
石
め
の
う
情
下
流
で
、
利

別
川
に
還
流
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
す
.

同
工
事
は
、
昭
和
六
十
士
一
年
十
月

一一一
日
に
仲
加
工
さ
れ
、
経
済
性
、
施
工

世
、
安
全
性
を
占
有
服
し
て
、
泥
土
圧

ン
ル
ド
工
法
に
よ
り
、
昼
夜
二
交

代
制
で
作
業
が
行
わ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
順
捌
に
帰
り
進
み
、
約
二
年

を
経
た
九
月
十
九
日
午
前
十
時
五
十

分
関
係
者
向
見
守
る
中
、
予
定
的

放
水
口
へ
寸
分
の
く
る
い
も
な
〈
百

通
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
町
ト
ン
ネ
ル
は
片
側
抑

し
で
細
る
ト
ン
ネ
ル
の
長
き
と
し
て

は
、
日
本

一
に
な
る
そ
う
で
す
.

こ
れ
を
記
念
し
て
.
く
す
玉
を
訓

り
、
工
事
凶
係
者
全
日
で
祝
麻
を
あ

げ
、
こ
の

U
過
を
蒋
こ
び
合
っ
て
お

り
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ド
工
法
と
は

ト
ン
ネ
ル
掘
削
機
前
面
に
回
転
す

る
カ
y

タ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
た
円

筒
型
的

y

ル
ド
機
に
よ
り
岩
盤
を

侃
削
す
る
も
の
で
、
作
業
は
全
て
機

内
で
行
わ
れ
る
た
め
、

地
質
不
良
で

あ
っ
て
も
安
全
に
掘
削
す
る
こ
と
が

l

• c. 
コ
ン
ク
ー
ル

表

彰

式

特
選
六
山
、
金
賞
十
山
銀
賞
二
4

内
を
決
的
、
九
月
十
八
日
に
総
合
体

育
館
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
抜
川
雄
設
部
長
か
ら

入
賞
者
三
イ
六
名

一
人
づ
つ

に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
句
れ
ま
し
た
。

特
選
、
金
貨
の
入
口
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(敬
枇
略
)

マ
特
選
渡
辺
恩
恵
(
J
1

馴
小
)
坂
上

忠

(
1
馴
J

M
士
一允
太

(
到
馴
小
)
同

場
愛

(酔
開
小
)
岸
田
有
介

(抽
欄
ィ
)

川
川
広
行

為

H
J

マ
金
持
H

長
崎
型
抄

(
骨
馴
小
)
河
図

絵
山
支
U

(
」廿細小
)
上
回
省
吾
(
t
A

馴
パι)

早
坂
来
事

(1
馴
小
)
出
例
孤
希
子

(
3
1

馴
小
)
寺
凹
裕
樹
(
醐
判
小
)
早
坂

眺

(
剛
刊
小
)
八
盛
岡
住
型
自

(
針
時
小
)
伊

藤
約
之

(日
間
小)
川
県
閉
山
砲
干

司
市
町
小
)

豊
寿
園
へ

豊田小児童会

ヲ
ャ
ガ
イ
モ
賠
る

盟
問
小
児
窓
会
で
は
、
九
月
八
回

収
艇
し
た
ば
か
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
六

桧
山
北
部
中
体
連
駅
伝
大
会

舎
中
女
子
A
三
連
覇
に
輝
く
H
H

絵
山
北
部
中
休
辿
主
催
の
第
三
十

回
桧
山
北
部
中
体
連
駅
伝
大
会
が
、

好
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
十
三
日
、
桧

山
北
部
凶
町
か
ら
列
干
七
校
十

一日
l

女
子
五
校
六
叶
ー
が
参
加
し
て
七
区
間
、

二
十

・
一ニ
J
の
コ

l
ス
に
、
迫
い

つ

抜
か
れ
つ

の
他
脚
を
競
い
あ
い
ま
し

た
。
今
金
中
は
男
子
女
子
と
も
二

ぺ
出
場
し
ま
し
た
。

小百合保育園大運動会

暑
い
中
審
競
捜
巴

ハ
吻
ス
ル

ー
可
能
で
す
.
掘
削
さ
れ
た
土
砂
は
、

機
内
の
ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
ベ
ア
ー
に

よ
り
、
自
動
搬
出
さ
れ
る
た
め
効
率

的
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
旧
制
削
面
に
は
、
特
妹
起

泡
材
に
よ
る
気
泡
を
注
入
し
な
が
ら

掘
削
す
る
こ
と
で
、
掘
削
土
砂
町
流

動
性
を
向
上
さ
せ
‘
カ

y
タ
l
而
円

安
定
を
保
ち
な
が
ら
旧
制
削
す
る
も
の

で
す
。

横
断
幕
を
掲
げ

護
運
安
全
審

神丘小

噂
び
か
防
る

神
丘
小
学
校

(
出
品
詑
凶
十
九
b
h
)

で
は
、
九
月
七
日

「
み
ん
主
で
築
こ

う
交
通
安
全」

的
安
全
段
陪
入
り
の

大
き
な
蹴
断
幕
を
ぬ
げ
、
同
校
前
向

国
道
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

十
J
を
虫
寿
困
へ

「
い
つ
ま
で
も
長

生
き
し
て
下
さ
い
」
と
朋
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
児
並
が
学
校
出
凶
で
、

春
の
極
イ
モ
植
え
か
ら
収
峻
ま
で
、

観
祭
を
し
な
が
ら
丹
村
込
め
て
作

っ

た
も
の
を
、

こ
向
日
に
贈

っ
た
も
の

で
す
。

暖
か
い
贈
り
も
の
に
、

名
か
ら
大
変
感
附
さ
れ
て
い
ま
し
た
.

入
目昨

そ
の
結
果
、
男
子
A
勺
は
四
位
、

女
子
A
叶l
(

白
井
通
江
ぷ
大
谷
其
澄

• • 
路
上
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
が
毎
年
、
こ
の
時

期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
児
童
が

観
声
を
窃
げ
怠
が
血包

今金幼稚園

ヲ
ャ
ガ
イ
モ

掴

り

秋
附
れ
の
九
月
五
目
、収
植
の
秋
を

み
ん
な
で
楽
し
〈
体
験
し
よ
う
と
、
今

金
幼
稚
園
の
図
児
七
十
二
名
が
町
内
神

丘
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
長
靴
鳳
き
で
畑
に

入
り
、
小
さ
な
ス
コ

y
プ
で
作
業
を

開
始
。
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
泥
だ
ら

け
に
な
り
、
一
つ

一
つ
大
事
に
掘
り
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3連覇を飾った女子チーム

き
ん
竹
内
亜
美
ぷ
伊
藤
其
寿
美
ぷ
芳
賀

佐
千
恵
ぷ
南
川
真
理
さ
ん
米
国
由
佳
単

ぷ
)
が
優
勝
し
て
三
巡
回
刷
に
卸
き
.

B
叶『
も
三
一位
に
な
る
な
ど
、
女
子
町

大
館
斗
が
印
象
に
残
る
大
会
で
L
P
Z

たいへん賑やがな運動会でLた

か
わ
い
い
大
運
動
会
が
九
月
九
目
、

小
百
合
保
育
園
々
底
で
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
残
暑
が
厳
し
く
大
変

若
い
中
で
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

園
児
六
十
人
は
、
父
母
等
が
見
守

る
中
、
侠
は
チ
ピ

y

コ
カ

l
レ

サ

l
外
二
十

一
種
目
に
わ
た
る
各
競
技

に
汗
を
か
き
な
が
句
元
気
い

っ
ぱ
い

走
り
、
腕

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち

も
綱
引
き
な
ど
に
、
子
供
た
ち
の
大

声
援
を
受
け
な
が
ら
ハ
ソ
ス
ル
し
て

お
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
何
回
附
い
を
込
め
た
カ

l
ド

三
枚
を
作
成
し
家
庭
か
ら
は
収
川
惜

し
た
ば
か
り
の
じ
ゃ
が
い
も
を
持
ち

よ
り
、
こ
れ
を
配
り
な
が
ら
、
大
き

な
戸
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。神

丘
小
学
校
で
は
、
こ
の
運
動
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
、
家
庭

が
交
通
安
全
の
心
構
え
を
よ
り
強
め

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

今
金
町
か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を

一
件
も
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

起
し

持
ち
都
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

詰
め
て
い
ま
し
た
.

お
母
さ
ん
の
お
土
産
に
と
詰
め
す

ぎ
て
、
持
て
な
い
凶
児
も
い
る
な
ど

楽
し
い
体
験
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
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賑やヵ、な応、撮ぶりが目につきま Lた昭和町チーム
なかに一人だけサメた人も?

皆でジャンプ

この種目は子供の出場が
大変多かったようです

スポーツでみんなの

心を結びましょう

女子年齢別リレー

幼児からスタート

"~t;海道中膝〈りげ.鎌田リポ
-~ーもナイスキャ ッチ?

家
族
ぐ
る
み
@

.

二
十
五
チ

l
む
が
各
競
技
に
熱
戦
M
M

‘ 

今年も趣向を援Lた応援
を繰り広げ、大会を盛り

あげた八幡町チーム

リレー。ニの成績Lだいでは大幅に順位が変動
するニとから、どのチームも真剣でLた どのチームも呼吸ピッタリ、熱戦を展開Lた二人三脚

第3&田
町民体育鰻

カメラ
スケ切手

25チーム勢揃い。この時点までは各チーム横一線でした。

• 

順 位 2 3 4 5 6 6 8 

団{本名 大相町 λ 東 御 影 農 村 曙 町 M t-aa 回 金 原 末広町

得 『守 58 56.5 54.5 49 48 47.5 47.5 47 

8 10 11 12 13 14 15 15 17 

同葉町 中 里 本 町 績 111 南 町 常 町 南栄町 実 昇 商工団地

47 46.5 46 45.5 44.5 43 42.5 42.5 39.5 

18 19 20 21 22 22 24 25 

旭 町 東 町 昭和町 緑 町 八幡町 目的出町 英利河 住 吉

39 36.5 35 34.5 30.5 30.5 28 23 

• 

迫力満点のタイヤ回L
競争でした

おしとやかにリレー

今年は全員お Lとやがな人?ばかりでLた。

3世代の代表による、呼現も

ピ y~ リの宣醤で L た

弘

ワオー/ながなか思いどおりに通過

Lない運命競争でLた二の写真ではト ップランナ です 竹馬乗り。随分へツピリ腰ですお



品&，

あでやかな踊りを披露して〈れま Lた仲よし三人娘さん

末広町外重商唐織交差点で3台の山車が勢揃い、

呼び物の太磁合戦を繰り広げ、その音のすさまじさ

に見物人は祭り気分に酔っていま Lた。

ワッシ ョイ、ワッショイ 祭りを盛り

上げるみニ L愛好会のみなさん

※さき金町では自治総合センターから宝くじ普及広報事業として太飯田里入問成を受けております。

合
金
ハ
幡
神
社

祭
典
巴
潟
〈
H
H
H

道南地方最後のまつり

ワッショイノワ ッシ ョイ/

手造りのみニ Lで今金保育園
園児たち• 

• 、

• 

絡
な
の
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
道
路
の
ふ
ち
に
台
を
世
き
、
肉
や

川
市
物
、
野
菜
、
お
か
ず
知
な
ど
を
並

べ
て
売
っ
て
い
ま
す
。
食
事
は
油
っ

こ
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
私
は

ほ
と
ん
ど
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
.
ま
た
.
生
水
を
飲
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ス

プ
ラ
イ
ト
が
ピ
ン
の
ま
ま
で
て
き
ま

し
た
。

何
人
か
の
友
だ
ち
も
で
き
て
、
文

通
も
し
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
良
い

勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ

っ
た
ら
行
き
た
い
で
す
。

も秋t新上新日，明Tit出で』m
f の涼2 話t~ 苦TZ い来e 作t
f虹Eやのうrf6目的秋主に
l迫れ路今週旦ののを笑A
I ~、;n崎戸Iが白k 父E 賠主面出
f権1ののきのら こ
f沿e石2ほや 1民主 いぽ
Jひ 側ほと且誌や受弓 L
fの 笑えりの秋tけて
l タ2 む版i~ Jtt itt:;るタ1
1恐 z如E組'11少し補“倒げ ，
f色ミしみ祭主 聴2の l
f て 苦長生T.I 

j辻戸石狭吉芳 藤 j
軍井問田賀村 i

{ 智+昌あと l
{知慶恵紀っき<I 
l子秋子夫ねえ三 l

，---------手IJ別俳句会」

中
国
と
の
交
流

十
日
閣
の
思
い
出

せ
て
も
句
い
ま
し
た
。

上
海
に
泊
い
て
飛
行
機
か

句
降
り

た
ら
す
ご
く
告
い

(
凶
十
度
C
)
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ホ
テ
ル
に
活
き
、
た
く
さ
ん
の
中
固

め
人
に
出
迎
え
ら
れ
て
、
そ
こ
で
私

た
ち
を
迎
え
る
歓
迎
の
言
諜
む
ど
、

通
訳
の
人
が
付
い
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
見
て
い
た
が

実
際
は
初
め
て
な
の
で
勉
強
に
主
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
中
国
の
人
か
ら
パ

ン
ダ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
も
ら
い
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
固
め

道
路
で
は
、
車
も
自
転
車
も
人
も

一

句

力日
藤

園
子
ぷ

今
金
小
四
年

イ非

い
ろ
い
ろ
日
物
を
し
た
り
、
日
本

で
千
円
の
も
の
が
.
中
国
で
は
三
百

七
十
円
く
ら
い
で
日
え
た
の
で
、
日

本
と
中
国
で
は
一
品
ら
し
が
述
、
フ
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。
中
固
め
子
供
向
い

る
家
庭
を
訪
問
し
て
、
生
前
ぶ
り
を

見
た
か

っ
た
の

で
す
が
、
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
残
念
で
す
。
公
国
や

古
い
縫
物
を
見
た
り
、
二
階
建
て
の

汽

4
や
ら
く
だ
に
来

っ
た
り
、
日
本

で
は
乗
れ
な
い
、
め
ず
ら
し
い
も
の

を
見
て
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

中
国
の
子
供
た
ち
が
ホ
テ
ル

や
学
校
で
、
ピ
ア
ノ
や
釧
り
、
そ
れ

に
楽
部
出
泰
弘
ど
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
.
私
も
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、

一
緒
に
行

っ
た
人
た
ち
と
カ
ラ
オ
ケ

を
放

っ
た
り
、
筒
を
し
叩
い
た
り
し
ま

し
た
.
そ
し
て
ゆ
か
た
に
稲
伴
え
て

中
国
的
人
た
ち
と

一
紺
に
盆
踊
り
を

刷刷

っ
た
り
し
て
楽
し
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
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私
は
、
八
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で

中
国
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
海
外
に

行
く
の
が
初
め
て
な
の
で
不
安
で
し

た
が
、
中
国
は
ど
の
よ
う
主
と
こ
ろ

か
は
た
く
て
両
親
に
頼
ん
で
行
か

F
o--
F
i
e
-
F
i
f《
t
e
t
4
F
i
'
B
S
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一
信
頼
と
好
感
の

h
 
芭旦

且

Fee 

咽町
軒ヲ

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し
て

波
山
似
朋
金
庫
今
金
支
出
に
勤
め
ま

し
た
。
「
金
山
で
は
ね
伴
係
を
相
当

)
し
て
お
り
ま
す
。
お
客
さ
ま
柑
手
町

麻
衣
子
ぷ
川(
仕
事
な
の
で
毎
日
緊
艇
の
連
続
で
す

が、

一
日
も
早
く
仕
事
に
な
れ
‘
信

州
と
雑
に
で
も
肝
感
の
も
た
れ
る
職

只
に
主
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
主

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
L

向
田
さ
ん
は
今
金
消
防
岩
に
勤

め
る
俊
彦
さ
ん
の
こ
姉
妹
町
民

k
で

す
。
趣
味
は
、
休
日
等
に
ド
ラ
イ
ブ

や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
と
云
う

高
田

1
 
1
 
〔
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圃
十
月
は
道
税
の
納
税

・

推
進
強
調
月
間
で
す

道
税
の
納
税
を
お
忘
れ
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
道
で
は
、
十
月
、
十
二

月、

三
月
の
三
か
月
間
を

「
納
税
推

進
強
制
月
間
」
と
し
て
道
税
の
納
税

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

十
月
は
、
特
に
自
動

4
鋭
的
納
税

推
進
に
力
を
入
れ
‘
滞
納
傾
向
務
理

を
行
い
ま
す
。
自
動
車
税
は
、
毎
年

凶
月
一
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
に
、
五
月
三
十
一

日
を
納
期
限

と
し
て
脱
税
さ
れ
る
追
加
問
で
す
。
ま

だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
に

つ
い
て
の

ご
相
談
は
、
桧

山
支
庁
地
方
部
税
務
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ

い
.

〈

桧
山
支
庁
税
務
総
V

検診を受けて明るい健康づくり

10月みんな
(町民稲祉課衛生係 国保係)

〔峰崎何時計
官

." 

一
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
任
意

し
ま
し
ょ

っ
。
交
通
中
故
の
似
凶

で
枇
も
多
い
の
が
ス
ピ
ー
ド
町
山

し
過
ぎ
に
よ
る
も
の
で
す
。

出
に
心
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
安

全
速
度
を
守
っ
て
巡
転
す
る
間
怖

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
.

二
、
ス
ピ
ー
ド
向
山
し
過
ぎ
は
、
カ

ー
ブ
を
曲
が
り
切
れ
ず
に
転
柑附し

た
り
、
対
向
車
と
術
突
す
る
な
ど

大
市
中
放
の
版
図
と
主
り
ま
す
。

三
、
ン
|
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
稲
川
し

ま
し
ょ
う
。
万

一
事
故
に
遭

っ
た

場
合
、
被
害
を
軽
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
た
、
身
体
が
回
定
さ
れ

る
た
め
、
被
労
を
防
ぐ
町
に
役
立

ち
ま
す
。

三
、
紘

一…
的
活

キ

l
抜
い
て
討
を
ぬ
か
な
い
で

ド
ア
ロ

Y
7

(
向
品
川
卓
溢
関
係
)

カ
ギ
を
し
た
そ
の
手

そ
の

H
で

も
っ
一
度

(
U
M

入
盗
削
係
)

凶
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
防
犯
出
動
を
行
な
い
ま
し
ょ

もヲ。

〈北
絵
山
相
官
察
幹
〉

〕2
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより 2‘ 9 .10 

減光町皇学問、盟符園、社会何"祉協議会への多
柏町ご脊附あリがとうございま Lた. (敬純;略)

〈神奈川県〉 〈長万部町〉 〈北絵山町〉 編戸ツナヨ

大辻 !Jj 止i水 r尚子 山内..さ f 粍 111 "，'i'拠
〈埼玉県〉 高値ハル 大;ド位自民 内泌縛 .. .!: 
北山 員長 〈森 町〉 官野ザ; K 豊図小学校児童会
〈小織 市〉 金 JL盟 丸山主総f 井村 H首脳
高崎 孝 〈厚沢部町〉 河野守自 今金第l老人タラプ
〈札幌市〉 北尚武維 〈今金町〉 今金第2 ' 
町松一江 ~~ ，t山J，jj 黒.¥ j){ 閉会 布"'附近
小池彩子 〈乙 部町〉 給下謙 二 立正世正会背年部
宮崎一男 山崎トノ みなみかわ 菊 存

〈苫小牧市〉 三崎金四郎 逮硲トノ 捜部商J.l1
高崎寅吉 合披正悦 犬塚アサ 今朝社会醤祉回酷

〈赫 広市〉 〈熊石町〉 伊東 7ミエ 綾川迎合口治会
山田 忠遠 藤幸 作 村 上源太削 今金町柵姻第2分団
(~竜川市〉 u竹スヨ 松永 Y ナ 傾1I1.t人クラブ
fj;原直光 〈大成町〉 尾形智夫 田中ミツエ

〈函館 市〉 高嶋敬子 金沢竹次郎 千葉 呉服庖

楢聞久男 大野敏己 杉林幸俊 今野ミヨ

〈倶知安町〉 〈灘繊町〉 安藤キサ 民生児童書H会
細川徹男 京谷ツヤ 川崎和策 佐々 木:(i<夫
〈八哩町〉 細川l拳二 町井中 剛伊藤 一 治

近磁博檀 平山明英 図井中策 'fi
泣川留吉 大古啓太郎

国 民年金制度uι 老桂内生活を保障し、あるいは思わ
ぬケガや柄気などで障害者になったり、生計を椛持Lている人が

亡くなったなどのときの生前円安定を図るた的に 問が年金を支

給する制度です。

新しい年金制度は

l すべての方が問K年金か均当前向地盤と Lいうべき )1、i画的基
礎年金を受け 厚生年金共済IJl作などに1111入したおは、 上の
せの年金を受ける 2附ill何年金とする.
2 年金の給付水車と IH~(保険料)円ハランスを図') 、 将米町民

111-を軽〈する.
3 すべての婦人に独自の年金怖を保障する。

4 障害者にすIする年金的充実を図るむどを柱として 日附化社
会が本格化する21-1!t紀に必いてL 安定した年金制度が柑持出
米るょっに主 っています。

10月は国民年金制度推進月間です

草1 目 t-t 輩 者 実施日 時 間 実地会場 イ耐 J!j' 

1日(月) 老人福祉セ〆タ

8日(月) 町民センタ

① 自主 柑 E主 全 住 iミ 15日明) IO: 00-15: 00 老人福祉セノター 保健桁噂、 健康相談
22日開) 町民センター

29日a由 町民センター

② 手L 児 相 t主 生後6、9ヶ月児 2日付4
受付l時I:¥J

町民セノタ 保健街峰、 健Eli相談
13: 00-13・30

③ 妊 腕 中日 2車 ttT: ~r グ〉 9日(刈
受付時間

町民センター
尿検査、血液検査、

12: 45-13: 15 歯科指持、助産婦桁噂

9日伏)
受付時j1IJ

町民センy-
12: 50-13: 00 

④ ポリオ干防接純 生後3-24ヶ月児 11日付4
受付時HH

国保病院
13: 20-13: 30 

12日ω受付!時!日1 h~ II!医院
13: 20-13: 30 

⑤ 背 児 講 座 生後 3ヶ月児 18日(村
受付時un

町民センター {I他指導、健康相談
9:30-10:00 

生後4、7、IO、 受付時1m 身体;;-1洲、医師診祭、
⑥ 手L 児 健 苦"タ9ト

12ヶ月児
18日付4
12: 30-13: 00 

町民センター
保健指湖、歯科指導

⑦ 股 脱 他 雪"タ9ト
生徒2ヶ月と25

22日開) 13: 00-14: 00 今金保他所 股関節X級品i影
日以上向幼児

⑧ 無医地区巡回診療 全 住 l~ 23日ω 受付時I:IJ 町民センター 診す'lHi中目 耳鼻科
14: 30-15: 00 

⑨ 3 歳児健診
3成2、3、4ヶ

25日(村
受付1時間l

町民センタ
身体計側、検尿、医師診路、

}'I Ve 12: 30-13: 00 歯科診察、栄養指導、保健指導

受付時un
生後24-48ヶ月

30日ω
13: 20-13: 30 

国保病院

⑬ 3脱出合干防接種
児 受付時HH 第l却l 3回目

31日付骨
12: 50-13: 00 

町民センター

〈北
桧
山
笹
察
記
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圃
安
全
で
住
み
よ
い

園

地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う

次
の
と
お
り

「全
国
防
犯
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
年
十
月
十

一
日

(木
)
か

ら
同
月
二
十
日
(
土
)
ま
で
の
十

日
M

川
叫

二
、
巡
動
毘
山

自
動
車
盗
位
入
浴
の
防
J
M• • 

年金を受けるためには、若いヲちからl司K年金に加入し、きち
んと保険料を収的続けることが4裂です。
年をとって老植のことが切実に感じ 均れるように主 ってか句

あるいは不I革の事政にあい、降、作品になってからでは間に合わ

ないのです。

• • 
この趣旨や内容 ー制度について正しい理解と認滑を深的、さら

に年金について相談Lていただくために、次の司王輩を剖回Lてお

ります.多数の事加とご利用をお願いします.

1 移動年金相談所の開設
日 手呈 10月23日(刈
場所 役場相踏出 10時-12時

必協 デノマー ト 1時-3時
函館祉会保険事務所 耶務n'

101昨-4時

富市

2 年金相談コーナ一

日 時 10月15日一10!=i19日
場所 役場相脱 出

対応 年金僻

講

コ物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
周
知
に
つ
い
て

近
年
同
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
内
目
ま
ぐ
る
し

い
変
化
が
川

山
口
者
問
題
を
ま
す
ま
す
複
雑
主
も
の
に
し
て
い
る
中
で
、
多
国
開
化

す
る
消
費
者
の
苛
情
相
談
を
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
に
、

当
庁
消
費
生
活
相
総
所
内
に
「
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の

「
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
専
任
の
苦
情
相
談
員
を
配
位
し
、

消
費
者
か
ら
の
消
資
生
活
に
関
す
る
一
般
的
な
照
会
の
ほ
か
、
悪

徳
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
淡
や
石
油
製
品
の
部
給
主
ど
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
を
交
け
て
お
り
ま
す
。

謀

「物
伽
ダ
イ
ヤ
ル
」
i
0
1
3

9

5

2

1
0
1
0
(内
線

2
2
0
)

〈桧
山
支
庁
辺
氏
生
活
係
〉

薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う

道
で
は
凶
月
を

「業
物
乱
用
防
止
強
化
月
間
」
と
し
て
麻
薬

・

党
せ
い
剤

・
大
麻

・
シ
ン
ナ
ー
等
有
機
格
剤
の
乱
用
防
止
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

最
近
の
党
せ
い

剤
の
乱
用
は
、

一
般
市
民
と
り
わ
け
官
少
年
層

や
U

辛
料
層
的
問
に
ま
で
広
が

っ
て
お
り
今
金
保
健
所
句
内
に
お
い

て
も
本
年

一
月
に
二
名
町
検
事
者
が
出
て
い
ま
す
.

こ
の
た
め
道
で
は
全
辺
市
町
村
に
「
北
海
道
党
せ
い

剤
乱
用
防

止
推
進
只
し
と
し
て
四

O
O名
門
方
々
を
委
嘱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
啓

発
活
動
を
行
っ
て
お
り
今
金
町
で
は
宇
今
金
の
大
念
行
雄
さ
ん
が

維
進
以
と
し
て
啓
発
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

党
せ
い
倒
的
迫
政
と
推
進
只
前
動
に
つ
い
て

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
御

〈今
金
保
健
所
v

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す

わ
が
家
的
ア
イ
ド
ル
(梢
三
歳
児
ま
で
)を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
的
方
は
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
。
広
報
係
へ
ご
連
絡
を

下
さ
い
。

〈
企
画
制
盤
謀
広
報
広
聴
係
v
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ぎ物苛もか君
月号本す 京

10月の休日当番医

金)s(Z)0324院(今医回邑7日

棚)雪⑦3021院(瀬病前奇楢10日

金)s(Z)0221今金町国保病院(今14日

北桧山町国保病院(北桧山)ft④532121日

院(北桧山)ft④5011病平28日

令。g。令住民の動態。}>og。令

前月対比

(←28 ) 

( -13) 

(ー15)

(-6 ) 

8月末現在

7，886人

3，816人
4，070人
2，492世帯

口

数男
女

借

入

世

f卸む(;

トマノケン

向平I

川

町

男

列

2
長

2

う

則
一

司

と

義

背

勝

で

(

(

(

め

日

日

日

お

M
M
1
2

臼
川
日
付
日
川

、ヲ

Q
U

Q
d
Q
d

よ

'な

ι

、~

じ
さ
希
叫
日
光
州
恥

ん

日
日
付
日
行

たお

A
M

藤

宮

内凶

藤
加
盟
…

曜ロいつまでも おしあわせに

%伊藤梢徳川大和町 )~大塚 悦子五(北桧山町)

%斉藤 守11 史 江(南栄町 )~石崎きとみ 弘 (南栄町 )

%山田 哲 弘(高英町)~相 111 忠美江(大阪市)

h
 
国
道

P
R

高
齢
者
交
通
安
全
運
動
旬
問
中
の

九
月
十
七
日
、
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
二

十
人
が
町
役
場
前
の
国
道
で
宜
通
安

全
白
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

-v
今
囲
内
取
村
を
過
し
て
分
か

っ
た

こ
と
で
す
が
、
い
ま
民
家
内
お
焼
さ

美利河

金原昭和

金!点中央

:器寿図

末広町

南栄町

八束栄

観川宮前

もう Lあげます

8月25日 85歳

8月26日 72歳

8月29日 94;;lt

8月31日 78f，i是

9月20日 8IRlt

9月23日 65歳

9月23日 87みR
9月24日 72，主

~おくやみ

西村キヨ 五

水上英治さん

ifriiJ; りめきん

内海勝志乃d

川島貞子江

本井 正 九

大越とよせきん

日野トヨミ弘

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
剛
②

oat--番

f
に

ん
の
こ
と
を

「
グ
リ
ン

パ
1
ト
ナ

と
呼
ぶ
そ

ワ
で
す
。
明
る
く
い
い
智

き
で
す
ね
。
-v
道
新
仰
い
ず
み
H

の

欄
に
一
日
出
面
さ
ん
と
言
う
題
目
で
、

四
十
八
歳
の
主
婦
が
、
誘
わ
れ
て
ア

ズ
キ
集
め
の
出
而
に
行

っ
た
こ
と
が

載
っ
て

い
ま
し
た
。
岩
さ
と
不
馴
れ

の
た
め
仕
事
が
は
か
ど
ら
ず
、
大
変

苦
労
し
て
、
お
ま
け
に
四
日
聞
は
足
・

腰
を
動
か
す
た
び
に

「
イ

タ

タ

イ

タ
タ
の
連
続
で
し
た
。
」
と
書
い

て

あ
り
ま
し
た
。
私
も
八
月
に
州
民
家
内

知
人
の
と
こ
ろ
へ
、
初
め
て
の
イ
モ

拾
い
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
は

前
述
内
人
と
同
じ
で
し
た
。
そ
れ
か

ら

一
週
間
後
に
、
五
年
生
に
な
る
娘

が
、
友
達
の
と
こ
ゐ
へ
イ
モ
拾
い
に

行
く
と
一
古
う
の
で
、
送
迎
を
兼
ね
て

イ
モ
拾
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
回

目
的
と
き
は
あ
れ
ほ
ど
大
変
だ

っ
た

の
に
、
ず
い
ぶ
ん
楽
で
、
製
日
も
体

は
そ
ん
な
に
痛
く
な
か

っ
た
で
す
。

人
間
の
体
と
云
う
も
の
は
、
順
応
で

き
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
よ
う
で
す

ね
。
V
お
か
げ
さ
ま
で
大
変
参
考
に

な
る
民
業
の
お
話
し
を
聞
い
た
り
、
寒

昇
か
ら
応
緩
に
来
て
い
た
ク
リ
ン
パ

ー
ト
ナ
ー
六
名
の
方
の
明
る
い
笑
顔

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
も
イ
モ
拾
い
に
挑
戦
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
期
に
な

っ
た

ら
声
を
儲
け
て
下
さ
い
。
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